
周南たちばな学園                                        令和７年度 
袋井市立周南中学校                                      学校だより 
   
校訓                                               
自主･協同･責任                                          １月９日 

 

 

 

 

 

 

                  

本年もよろしくお願いします 

 令和８年がスタートしました。 

皆様におかれましては、どのような年始を迎えられたでしょうか。 

さて、周南中学校では、「気づき、考え、判断し、行動する」が生徒

と教職員共通の合言葉になっています。これは、本校の目指す生徒像

の一文です。気づくことをスタートに考えて判断し行動すること、また、

この視点で振り返りを行うことで、個人そして集団の成長を目指して

います。また、「信じて、支えて、認め合い『みんなが笑顔になる』学校」を目指す学校像とし、

関わるすべての人が笑顔になる学校づくりに努めております。 

引き続き、私たち周南中職員も精一杯精進して参ります。どうぞ、本年もよろしくお願い

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３学期始業式 

冷たいけれど大変清々しい空気の中、今学期の始業式を迎えることができました。皆さ
ん、冬休みはどのように過ごしましたか？きっといろんな意味で充実したものであったと思い
ます。各学年の代表の言葉にもありましたが、皆さんは昨年までのことを振り返ったり、目標
を達成するために「あんなことをしよう！」「これを頑張ろう！」と決意を新たにしたりしたと思
います。そのことはいつも話をしている「気づき、考え、判断」までできていますよね。あとは
「行動」あるのみ！皆さんの動きに注目し、期待をしています。 

今年、令和８年は午年。しかも６０年に一回の丙午です。「丙」は太陽や明るさ、生命のエ
ネルギーを表すとされて、「午」は駿足を持ち独立心が強く、また人を助けてくれる存在でも
あります。そのため「丙午」の年は「勢いとエネルギーに満ちて、活動的になる」年になると考
えられているそうです。昨年の巳年のヘビは「成長」と「再生」の象徴とされ、新しい挑戦や
発展の年でした。脱皮で一皮むけ新しくなった皆さん一人ひとりが、エネルギッシュに活躍す
る姿を応援していこうと思います。 

さて、話は変わりますが、年末年始はいろんな種目、年代でチャンピオンを決める大会が
開催されましたし、続いている競技もあります。サッカー、バスケット、ラグビー、バレー、駅伝、
アメリカンフットボールなど様々ありました。どの年代、競技においても各チームは全国大会
を目標に予選を勝ち抜き、そして全国大会での優勝を狙い、練習＝「準備」をしてきているは
ず。その「準備」は技術的なことだけではなく、体力、健康面のこと、メンタル的なことやチー
ムワーク等といった精神的なことも含めいろいろあることでしょう。そんな「準備」がいい加減
であればそれなりの結果しか残らないでしょうし、準備がきちんとされていれば、目標に近づ
くことができると思います。何事にも「準備」が大切だと私は思います。皆さんはどうでしょう。
しっかりと目標達成に向けての準備を始めていますか？まだの人はこれから始めてください。 

ただ、一言に「準備」といっても、内容、方法、気を付けること等、その中身は多種多様、そ
して多量です。さてどんな準備をすればよいのでしょう？その問題を解決してくれるカギは、や
はり「気づき」です。「気づき」とは「短期的思考」の繰り返しです。常に頭を働かせ、思考す
る中でやるべきことを選択し、組み合わせ、実行していけばいいのか？チコちゃんの言う「ぼ
ーっと生きてんじゃねえよ～！」は、短期的思考をしていない、つまり「気づき」がない状態で
す。皆さんが、これから、常に短期的思考を繰り返し、様々な「気づく」ことに繋げていってく
ださい。 

最後に、「馬鹿にするな、馬鹿にされるな、バカになれ！」とよく言います。それに加え、今年
もみんなが笑顔になる学校を目指し、「悲しい思いをしない、させない」ことに気を配り、行動
していきましょう。そして、今年度の卒業式、修了式は、この周南中学校に集うすべての人が
笑顔で迎えたいですね！今学期の皆さんの活躍に期待をして話を終わります。 

周南たちばな学園 周南中学校長 平野貴久 



学校風土調査 結果  

周南中学校では、文部科学省が提唱している、誰一人取り残され

ない学びの保障に向けた不登校対策(COCOLO プラン)に取り組ん

でいます。具体的には、「学校の風土の『見える化』を通して、学校を

『みんなが安心して学べる』場所にする」ことを目的とした「学校風土

調査」という生徒アンケートを実施しています。２学期末の結果が出

ましたので、御報告します。 

項目 内容 偏差値 

【スクール

セ ー フ テ

ィ】SS 

学校における「安心・安全」の感覚 

多様性が認められ、いじめがない、もしくはなくなるように努力がな

され、適切なルールが運用されることで、すべての人の身体とこころ

の安心安全が確保されているか。 

１学期 ２学期 

53.1 53.4 

【スクール

エンゲージ

メント】SE 

学校における「積極的で良好なかかわり」 

学校での活動を友達と一緒に楽しんでいるか、楽しもうとしている

か、また、友達同士、子どもと先生の良い関係があるか。 

１学期 ２学期 

52.9 53.0 

   

・どの項目も、他校

に比べ平均以上

の結果となって

います。 

・特に SS では、多

くの項目で向上

が見られました。 

【SS で高評価】 

・「イライラしても、

上手に気分転換

したりストレス解

消したりする方法

を学んでいる。」 

【SE で高評価】 

・「お互いのことを

尊重している。」 

・「一人一人のちが

いを大事にされ

ている。」 

・「生徒と先生との

関係はいい。」  

【低評価】 

・「私はうまくやれ

ていると感じて

いる。」 

・結果を分析し、さ

らなる向上を目

指します。 

1 学期    2 学期  以下の表は、具体的な質問項目ごとの結果（全校）です。 


